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今年の夏も山笠や
日の里祭りをはじめ、
楽しいイベントがたくさん。
盛り上がっていきましょう！
6号は第二回定例会の
ご報告です！

東郷駅はJR九州の所有する駅舎と宗像市の所有する自由通路から
なります
a：駅舎
b：路線橋／自由通路
c：エレベータ・階段／自由通路　

■耐用年数と耐震性能
a：昭和53年建設／耐用年数31年／耐震性能=不足
b（下部工）：昭和45年建設／耐用年数40年／耐震性能＝調査
未実施
c：平成13年建設／耐用年数31年／耐震性能＝有

※aとbは耐用年数を過ぎていますが寿命を示すものではありません。
※耐震性能はaは補強設計に着手、bは耐震診断を実施することに
なりました。

東郷駅は世界遺産登録を目指す宗像・沖ノ島関連遺産群をはじめとした観光の拠点です。皆さんはこの駅が
悠久の歴史や新鮮な海の幸につながる玄関口に感じますか？ 私には、観光の楽しいイメージは感じず、昭和
の駅のまま停滞しているように思えます。
 
東郷駅は平成26年より北口整備、南口駅前広場整備が行われ、自由通路部分は北口、南口ともにエスカレー
ターが設置されます。駅舎部分の整備の予定は無いので、両端の入り口と駅前広場だけきれいにして、本体
は古いまま、という中途半端な駅になります。
 
私は今回の整備は部分的では無く、駅舎を含めた全体的な改修を行うべきだと考えます。市の計画の中で東
郷駅の位置づけを再度考え、ハード面ソフト面の連動した全体的改修を行う必要があると考え、質問を行い
ました。
 
まず、構造に関しては、現状と今後の安全性の確認を行いました（下図をご覧ください）
次に改修の考えに関しては「改修にはJR九州の協力が必要。県道整備や平井地区の活性化など駅利用客を
増やす取り組みを進めながら市長自ら強く働きかけていく」という回答でした。
 
歴史、文化、自然は宗像の本質です。これを資源価値として地域内で共有、地域外に発信、するのが都市
ブランドです。東郷駅は観光の拠点であると同時に都市ブランドを体現する場所になり市民の意識をひとつに
する役割があるのではないでしょうか。これからの東郷駅の存在意義について、皆さんの声を聞かせてください。

東郷駅の構造と今後の改修予定



最後までお読み頂いてありがとうございます。
この一般質問の動画は市役所ホームページから見ることができます。また、日々の活動
はfacebook【facebook.com/goyo4da】にて。ご意見、ご感想などメッセージ頂け
れば励みになります！

吉田ごう議員活動ダイジェスト

「観光施策の見える化を」Q&A

平成25年 6月

7月

8月

第2回定例会　社会常任委員会では「宗像市内に設置されている
慰霊塔の統合を求める請願」について審議しました。遺族会の方々
の気持ちと平和への想いに、戦争や政教分離などの問題がからん
でくる難しい請願となりました。丸一日かけて審議を行い所有権を
明らかにするなどの条件付けて賛成しました。
山笠づくしの7月です。14日田熊山笠、15日大島山笠、20日みん
なの山笠、21日津屋崎山笠。新市政10周年記念のみんなの山笠
では4つの山笠が宗像大社前に集結、舁き山を行いました。
社会常任委員会にて所管事務調査を行っています。
日の里祭りは企画推進部会。3丁目は前夜祭も行います。

宗像市の目指すゴール、そして過去の施策の検証と現在の確認を行うことで、宗像にとって観光と
は何か、目に見えるように情報共有するため質問を行いました。

まとめ：今後の観光施策はソフト面の観光プ
ラットフォームが中心になる。計画に関しては
ハード面が重点プロジェクトだった今までは
8年前の計画でもよかったかもしれないが、今
後のソフト面の計画は短期的に検証修正すべ
きだ。ゴールイメージ実現のためには民が主体
になるべき。市民の理解を進め、民間が経済
活動を活発に出来るように、官がその枠組み
を作り、強力に後押しするという覚悟が必要だ。

観光立市を目指す宗像のゴールイメージ
は？
民間が主体となり宗像の特徴である海、
山、川それぞれの素材をいかした宗像版
観光プラットフォームが構築、推進されま
ちや人が活性化すること

そのゴールイメージには宗像の特徴であ
るコミュニティはどう関係するのか？
連携をとりコミュニティとの協働をすすめ
ていく。

ゴールイメージを実現するための計画とし
て宗像市歴史・観光推進計画が平成17
年度に策定してある。達成状況は？
重点プロジェクトである①観光拠点施設
づくり②さつき松原整備③歴史体験拠点
づくり④サイン整備はほぼ完了。そのほ
かには情報発信、イベント、営業、海外
招聘事業など。達成指標としての観光入
込み客数の調査を行い、23年度660万
人程度。

①が道の駅、②がさつき松原と北斗の水く
み公園、③が海の道むなかた館、④が↗

観光サインでハード面は達成していること
は理解した。ソフト面は？
素材を整備しながら随時行ってきた。広
告PRを行いメディアへの露出が増加。

その達成指標の観光入込み客数の基準
と目標は？また成果の検証方法は？
県の基準により市で調査を行う。目標は
700万人突破。検証は難しく反応により
効果を推測。

本年度におけるソフト面の施策は？
観光プラットフォームは昨年度はモデル事
業、本年度より本格的実施。国内、海
外からの集客活動を行っていく。
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